
表１．水産練製品県別生産量a（2004年）

順位 都道府県 トン数
１ 宮 城 ７６１５５
２ 新 潟 ５４２７０
３ 兵 庫 ４２５２４
４ 山 口 ３９３５３
５ 愛 知 ３７８０７
６ 静 岡 ３１７６３
７ 東 京 ２２３７５
８ 北海道 ２１２１０
９ 神奈川 ２１１８０
１０ 大 阪 ２１１６７
１１ 石 川 ２０５０６
１２ 福 島 １７８６２
１３ 福 岡 １７２３４
１４ 佐 賀 １６４４３
１５ 愛 媛 １６２７４
１６ 鹿児島 １０７７８
１７ 広 島 ９８９４
１８ 島 根 ９７３６
１９ 長 崎 ９６８３
２０ 千 葉 ９０１３
２１ 青 森 ９００５
２２ 岡 山 ９８０６
２３ 滋 賀 ８６１１
２４ 富 山 ８２００
２５ 茨 城 ７０８４
２６ 和歌山 ６０４１
２７ 三 重 ５５０３
２８ 香 川 ５２１０
２９ 熊 本 ４００６
３０ 高 知 ３８４１
３１ 京 都 ３２６１
３２ 沖 縄 ３２４８
３３ 徳 島 ２７８１
３４ 鳥 取 ２４１８
３５ 福 井 ２２８２
３６ 宮 崎 １７１３
３７ 大 分 １４９６
３８ 岐 阜 １７２
３９ 奈 良 ９１
４０ 岩 手 ６６
４１ 山 形 ３５

a かまぼこ、やきちくわ、その他合計
出所：かまぼこ新聞編（２006)
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１．はじめに

かまぼこの生産は、表１にあるように、宮城県を筆

頭として、全国各地で行われている。福島県内の生産

量は全国第１２位に位置し、福島県内のかまぼこメーカ

ーは計４６社存在するが、そのうち、いわき市には４３社

が集積している。１ しかしながら、かまぼこの主原

料に使用する、スケソウダラの冷凍スリ身は、２００２年

で、国内生産が７．３万トン、輸入が１２．９万トンで、輸

入依存度は、約６４％に達する。２ 表２は港湾別に見

た輸入量である。その全体的な輸入元内訳は、表３に

あるように米国が１００％近いシェアを占めている。補

足的であるが、仙台付近の港湾における輸入も米国産

が圧倒的である（表４）。また、金融財政事情研究会

（２００４）の「水産練製品製造業」についての業種特徴

をみると、「主な原料であるすり身は、輸入比率が高

く、国際的な漁業規制などによる輸入量の変動に伴っ

て価格が大きく変動することがあり、経営上の不安定

要因となっている（７２６ページ）」と記されている。つ

まり、かまぼこ生産原料は、輸入価格の変動が激し

く、その上で、輸入価格が円建て契約ではなく、外国

通貨建てで売買契約されているとしたら、為替変動に

よる影響も、円に換算した国内価格では受けているこ

とになる。為替の変動が国内価格に反映されること

を、為替のパススルーという。３ そこで、本論文で

は、スケソウダラの冷凍スリ身（米国産）の日本への

輸入に焦点を当て、日本銀行品目別輸入物価指数を利

用して、為替のパススルーの程度を統計的に検証す

る。

１ かまぼこ新聞社編（２００６）参照。なお、同資料によると、宮城県内は、塩釜市に６２社、石巻市に３５社、仙台市に９社、気仙沼
市に８社、その他に１３社、合計１２７社存在する。
２ 金融財政事情研究会（２００４、７２９ページ）参照。
３ 最近の為替のパススルーについての概観（サーベイ）は、Ghosh and Rajan（２００７）を参照。
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出所：財務省貿易統計（日本関税協会 Jtrade サービス）
品目番号０30490013「すけそうだらの冷凍すり身」)

表２．港湾別輸入（２００６年）：すけそうだらの冷凍すり身

港 名 数量（KG） 価額（千円）
大阪（本関） １７５４６１９９ ４６６１３６７
川 崎 １６７２１０００ ４６０５７６３
塩 釜 １３２２４７９０ ３４２５４５５
東京（本関） １２９８４８６１ ３３７４９５３
新 潟 ７４２９３７０ １８６２９７４
神戸（本関） ７０６９７０１ １６９９１３９
下 関 ６４４１６１２ １６５２０９３
博 多 ５３２６１４０ １４５４３７９

名古屋（本関） ４１２２８５４ ９２４１３４
広 島 ２６８３４８０ ８７９４８０
富 山 ２４５７０００ ６８２１４０
清 水 ２０４７２６０ ５０５１４９
姫 路 ２０１８７７０ ４８４３６５
伏 木 １６３２２２０ ４１９８９３
三 池 １２８５７４０ ３０７４１７
横浜（本関） １２２９６２０ ２９８２０６
千 葉 １１６５４２０ ２９５９４６
小 樽 １２０８８４０ ２７５０００
札 幌 ９５３１８０ ２５１５０５
滋 賀 ８７１１８０ ２０７９２０
鹿 児 島 ４７７４００ １４７１１０
石 狩 ６９２８４０ １４４７５１
門司（本関） ７９７１００ １２７６６９
熊 本 ５２９０００ ９８４０８

境 ３５９９６０ ９１１８０
八 戸 ３６００００ ９０７６４
尼 崎 ２０７３６０ ５１４９７
敦 賀 １４９７２０ ４８０１２
長崎（本関） １５１０８０ ４２３０１
石 巻 １５８１４０ ３１８７８
浜 田 １０８０００ ２７９１９
沖縄（本関） ９２２００ ２６６１１
川 内 ９６０００ ２５２６７
宇 和 島 ９５３７０ ２２３７７
三 河 ７２０００ １８５２２
苫 小 牧 ７２０００ １８３００
宇 都 宮 ９２０００ １８０８９
福 井 ２１６００ ５４０５
松 山 １８０００ ４４２２
八 代 ２３０００ ３９８３

出所：財務省貿易統計（日本関税協会 Jtrade サービス）

港名 輸入元 数量（KG） 価額（千円） 価額比率 平均単価（千円）

塩釜
USA １３１９３４３０ ３４１５１９８ ９９．７％ ０．２５９

THAILND ３１３６０ １０２５７ ０．３％ ０．３２７

石巻 USA １５８１４０ ３１８７８ １００％ ０．２０２

表４．仙台付近の港・国別輸入（２００６年）：すけそうだ
らの冷凍すり身

出所：財務省貿易統計（日本関税協会 Jtrade サービス）

表３．日本の輸入：すけそうだらの冷凍すり身

２００６年
輸入元 数量（KG） 価額（千円） 価額シェア（％） 平均単価（千円）

TOTAL １１２９９２００７ ２９３１１７４３ １００．００ ０．２５９

USA １１２８８８６４７ ２９２９０７７２ ９９．９３ ０．２５９

THAILND ３１３６０ １０２５７ ０．０４ ０．３２７

R KOREA ５４０００ ７７３７ ０．０３ ０．１４３

CHINA １８０００ ２９７７ ０．０１ ０．１６５

２００４年
輸入元 数量（KG） 価額（千円） 価額シェア（％） 平均単価（千円）

TOTAL １３２１６５７７４ ２４７７３３８６ １００．００ ０．１８７

USA １３１２４１６３４ ２４５９２２５７ ９９．２７ ０．１８７

RUSSIAN ９０６１４０ １７７３６０ ０．７２ ０．１９６

R KOREA １８０００ ３７６９ ０．０２ ０．２０９

２００２年
輸入元 数量（KG） 価額（千円） 価額シェア（％） 平均単価（千円）

TOTAL １２８５７０４３１ ３２３５０６３４ １００．００ ０．２５２

USA １２８２５１７７１ ３２２５１２５８ ９９．６９ ０．２５１

RUSSIAN ２６４６６０ ８６４４７ ０．２７ ０．３２７

THAILND ３６０００ ６８６３ ０．０２ ０．１９１

R KOREA １８０００ ６０６６ ０．０２ ０．３３７

２０００年
輸入元 数量（KG） 価額（千円） 価額シェア（％） 平均単価（千円）

TOTAL １０６５０５２８４ ２２３２１４０３ １００．００ ０．２１

USA ９９１１８４２４ ２０６５７０３３ ９２．５４ ０．２０８

RUSSIAN ７３８６８６０ １６６４３７０ ７．４６ ０．２２５

２．理論的背景

ここで、t 期における、スリ身の円建て輸入価格を

PYｔ、契約通貨建て価格を PCｔ、そして、契約通貨の

円建て為替レートを Eｔとすると、

（１） PYｔ=Eｔ×PCｔ

が導かれる。（１）式において、輸入冷凍スリ身の円建

て価格は、世界的市場市況によるPCｔの変動部分と、

契約通貨１単位の円建て為替レート Eｔの変動による

部分に分割できる。例えば、輸入財が１００％ドル建て

契約ならば、Eｔの変動はそのままPYｔの変動に反映さ

れる（full pass-through to imports）ことになる。ま

た、１００％円建て契約ならば、Eｔ＝１ということにな

り、PCｔの変動のみが、PYｔの変動ということ（no

pass-through to imports）になる。したがって、PYｔ

の変動が、PCｔの変動だけによるものなのか、あるい

は、Eｔの変動の影響も受けているのか？もし、受け

ているとするなら、どの程度なのか（部分的にドル建
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図１．各変数の時系列の動き

て契約で、部分的に円建て契約の可能性もある）を、

統計的に検証することは、かまぼこ産業の経営上の不

安定要因の１つを明らかにすることになる。

（１）式を、スケソウダラの冷凍スリ身（米国産）の

ケースにあてはめる場合、日本では米国からの輸入が

圧倒的に多いことを考えると、PCｔの契約通貨は、円

建てでないとしたら、ドル建てであると想定すること

が、もっとも自然であろう。仮に、契約通貨が（α）の

比率で外国通貨建てで、（１－α）の比率で円建てであ

るとすれば、

（２） PYｔ=α（Eｔ×PCFｔ）＋（１－α）PCYｔ

の関係が導かれる。ここで、PCFｔは、t 期の外国通貨

建て契約価格、PCYｔは、t 期の円建て契約価格であ

る。日本銀行では、輸入物価指数を、円建て通貨ベー

スと、契約通貨ベースの２つを公表している。日本銀

行調査統計局（２００６）によれば、各品目について、複

数調査先から３調査価格以上を調査し、その品目内の

調査価格についてのウエイトは原則として均等として

いる。また、品目指数の算出方法は、加重算術平均を

使用している。したがって、PCｔは、円建て換算する

まえの平均指数として、

（３） PCｔ=αPCFｔ＋（１－α）PCYｔ

と表現できる。（２）と（３）より、商品がすべてドル建

て（α＝１）であるとすると、

（４） PYｔ= EｔPCｔ

となる。一方、商品がすべて円建て（α＝０）であると

すると、

（５） PYｔ= PCｔ

となる。したがって、（４）と（５）およびその中間の可

能性を含めて、対数変換で表現すれば、

（６） ln（PYｔ）＝β０＋β１ln（Eｔ）＋β２ln（PCｔ）

となる。後述の推計で、もし、β１＝１ならば商品が

すべてドル建て、β１＝０ならば商品がすべて円建て

であると考えられる。そして、０＜β１＜１の時は、

一部がドル建てでその他が円建てと考えられる。そし

て、他の係数については、β０＝０、β２＝１と推計され

ることが予想できる。

３．実証分析

本節では、（６）式を、基本形として、β０、β１、及

び、β２の値を推計する。データセットは、２０００年１

月から２００７年６月までの期間の月次データとする。前

述のように、PYｔは、円ベースの輸入物価指数、PCｔ

は、契約通貨ベースの輸入物価指数を使用する。その

輸入物価指数の対象とする品目は「冷凍すり身」で、

日本銀行によると、その調査価格の内容は、「助宗ダ

ラすり身、米国産」とある。また、Eｔは、円建てドル

レートの月次平均を使用する。これらは、日本銀行の

ホームページよりダウンロードした。各変数の時間を

通じた変化は図１に示してある。

回帰分析を行う前に、（６）式における３つの変数、

ln（PYｔ）、ln（Eｔ）、ln（PCｔ）について、単位根検定を

行ったところ、表５のような結果となった。aug-

mented Dickey-Fuller（ADF）テスト、Phillips-Perron

（PP）テストともに、レベルについては、３つの変

数とも、単位根があるという帰無仮説は棄却されず、

データは非定常であると判断できる。１回の階差につ

いては、両テストとも、３つの変数について、１％有

意水準で帰無仮説を棄却し、単位根が存在せず、デー

タは定常であると検証された。これらの結果は、モデ

ルにトレンドを含む場合でも、そうでない場合でも同

様である。

表５の結果に基づき、レベルで単位根が存在する３

つの変数について、共和分関係があるかを、次に検討

する。これは、単位根の問題を避けて、１回の階差を

とった３つの変数を（６）式に基づいて推計すると、短

期的な効果のみを分析することになり、共和分関係に

よる長期的な効果があるのなら、それを含めて、回帰
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注：ADFは、Augmented Dickey-Fuller テストの統計量、
PPは、Phillips-Person テストの統計量。

括弧内はラグの長さ。
ａ ドリフト付きトレンド無しのモデルによる結果。ラグの
長さはSICに基づく。
ｂ ドリフト付きトレンド有りのモデルによる結果。ラグの
長さはSICに基づく。
ｃ ドリフト付きトレンド無しのモデルによる結果。
Bartlett kernel を使用したNewey-West 法を適用。
ｂ ドリフト付きトレンド有りのモデルによる結果。
Bartlett kernel を使用したNewey-West 法を適用。
＊＊＊単位根があるという帰無仮説を１％有意水準で統計的
に棄却

表５．単位根の検定

変数 ADFａ ADFｂ PPｃ PPｄ

（レベル）

ln（PYｔ） －０．９４８（１） －２．０９６（１） －１．００６（４） －１．９８６（４）

ln（Eｔ） －２．０２１（０） －２．０２１（０） －２．１５６（３） －２．１５２（３）

ln（PCｔ） －１．０５３（１） －２．３８０（１） －０．９９２（４） －２．２３４（４）

（１回の階差）

dln（PYｔ） －７．４７３（０）＊＊＊ －７．５００（０）＊＊＊ －７．５５４（３）＊＊＊ －７．５７７（３）＊＊＊

dln（Eｔ） －８．８９４（０）＊＊＊ －８．８６１（０）＊＊＊ －８．８９９（１）＊＊＊ －８．８６５（１）＊＊＊

dln（PCｔ） －６．７４８（０）＊＊＊ －６．７７６（０）＊＊＊ －６．７７７（３）＊＊＊ －６．８０１（３）＊＊＊

＊＊＊は、１％水準で統計的に有意。

表６．Engle-Granger テストのためのOLS推定結果

被説明変数 ln（PYｔ）

（説明変数）

定数項 －２．９９０＊＊＊

（０．０１５）

ln（Eｔ） ０．６３２＊＊＊

（０．００３）

ln（PCｔ） １．００７＊＊＊

（０．００１）

R２ ０．９９９

S.E. ０．００２

D.W. ０．７６２

表７．誤差修正モデルの推定結果

被説明変数
（a）

dln（PYｔ）
推定係数 標準化係数

（b）
dln（PYｔ）
推定係数 標準化係数

説明変数

定数項 ０．０００＊＊＊ ０．０００ ０．０００＊＊＊ ０．０００

（０．０００１） （０．０００１）

dln（Eｔ） ０．６５７＊＊＊ ０．４３１ ０．６５７＊＊＊ ０．４３１

（０．００６） （０．００６）

dln（PCｔ） １．００１＊＊＊ ０．８６２ １．０００＊＊＊ ０．８６１

（０．００４） （０．００５）

ECｔ－１ －０．４４０＊＊＊ －０．０２２ －０．４１６＊＊＊ －０．０２０

（０．０７７） （０．０７８）

月次ダミー 含まず 含むa

R２ ０．９９８ ０．９９９

S.E. ０．００１ ０．００１

D.W. ２．１０８ ２．１６３

a 月次ダミー変数の推定係数は省略。
注：＊＊＊は、１％水準で統計的に有意。

分析する必要があるからである。共和分検定について

は、Engle-Granger テストを行う。第１ステップとし

て、（６）式を推定する。その結果は、表６である。こ

こで、この残差系列について、第２ステップとして、

ADF 検定（ここでは、ドリフト付き）を行う。ラグ

の長さは、SIC に基づき０とした。ADF統計量は、－

４．７４２となり、単位根がないという帰無仮説を１％水

準の臨界値（－４．２９）で棄却できた。４ つまり、３

つの変数について、レベルでは非定常、１回の階差で

定常、そして、レベルの回帰分析で、その残差は定常

となり、３つの変数について共和分関係があることが

確認された。５

そこで、（６）式について、各変数に１回の階差をと

り、さらに、表６の推定結果から得られた残差系列の

１期ラグを誤差修正項（ECｔ－１）として加え、誤差修正

モデルとして推計した。６ 結果は、表７に示してあ

る。（a）列は、説明変数に月次ダミーを含まないケー

ス、（b）列は、月次ダミーを含むケースを示してい

る。両者の間に大きな相違は見られない。そこで、

（a）列で推定係数の結果を見ていく。短期的効果の特

徴として、（６）式の β１に該当する ln（Eｔ）の推定係数

は、０．６５７で、１よりも統計的に有意に小さい。つま

り、１００％ドル建て契約が行われているわけではない

ことが明らかになった。また、（６）式のβ２に該当する

ln（PCｔ）の推定値は、１で、予想通りの結果となって

いる。長期的効果をしめす誤差修正項の推定係数

は、－０．４４となっており、共和分関係からの乖離（ln

（PYｔ）＋２．９９０－０．６３２ln（Eｔ）－１．００７ln（PCｔ））の発生

は、自己修正されていくことが、マイナスの係数に

よって確認できる。その乖離が＋１のとき、＋０．５ま

で自己 修 正 さ れ る 期 間 は、約１．３ヶ 月（１．２８９＝ln

（０．５）／ln（１－０．４４））である。

次に、量的な計測を行うために、（a）、（b）列、そ

れぞれ、右側に、

標準化係数（Standardized coefficient）

＝係数 βｉの推定値（説明変数 xｉの標準偏差／被説

明変数の標準偏差）

を示している。標準化係数によって、被説明変数の変

動に対して、説明変数 xｉに推定係数を乗じた部分の

変動が、相対的にどの程度の大きさなのかを見ること

が出来る。これによると、dln（PCｔ）の標準化係数が

最も大きく、dln（Eｔ）の標準化係数は、その約半分の

大きさになっている。これらに比べ、ECｔ－１の標準化

４臨界値については、MacKinnon（１９９３）の Table２０．２を参照。
５ヨハンセンの共和分検定により、共和分関係は１つ存在することが確認できた。検定結果は、付表１を参照のこと。
６松浦・マッケンジー（２００１）を参照。
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図２．推定係数×説明変数

注：SICにより、ラグの長さ P＝１。同様の方法は、高
橋（１９９６）参照。

括弧内は、５％水準の臨界値である。

共和分関係の数 Trace statistic Maximum Eigenvalue statistic

r＝０ ３７．９８４ ３２．５３０

（３５．１９３） （２２．３００）

r＝１ ５．４５５ ４．５７８

（２０．２６２） （１５．８９２）

r＝２ ０．８７６ ０．８７６

（９．１６５） （９．１６５）

付表１．ヨハンセンの共和分テストの結果

係数は小さい。つまり、米国産冷凍スリ身において、

円建て輸入価格の変動のうち、最も大きいのが、契約

価格の変動で、その半分程度の大きさで、円ドルレー

トの変動が影響しているといえる。図２では、それぞ

れ、推定係数を乗じた数値が時系列でどのような動き

をしているかを示している。１．００１ln（PC）の動きが最

も大きく、次いで、０．６５７dln（E）の動きが大きい。一

方、－０．４４０EC（－１）の変動は小さいことが読み取れ

る。

４．おわりに

このように、かまぼこ生産の主原料となってきた、

スケソウダラ冷凍スリ身は、その輸入額が最も多い米

国産輸入を見る限り、円建て輸入価格に対し、契約価

格の変動が大きく、さらに、その半分程度の変動が、

円ドル為替レートの変動によって付加されている。為

替の変動を取り除くためには、円建て契約を増やすこ

とが考えられるが、そうでなければ、実際上は、為替

取引の先物ヘッジなど金融技術を活用していくしかな

いであろう。河北新報（２００７）１面によれば、近年、

BSE問題や鳥インフルエンザの影響で、白身魚の需要

が欧米を中心に増加してきている。また、韓国や中国

での需要量も伸びている。こうした影響で、スケソウ

ダラの価格が高騰し、宮城県のかまぼこ加工業者に影

響が出ていると伝えられている。こうした世界的な需

要の変化が、輸入価格を通して最終的に日本国内の消

費者物価指数へどのように波及するのかを、定量的に

検証することが残されているが、これは、今後の課題

としたい。
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